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(解答 1) 数学的帰納法 

k に関する数学的帰納法で示す。 
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  とする。ここで、 )(xf は、 )(xP の 1n 次以上の項の和を表す。 

 

1k のとき 
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n次以下の係数 001211 ,,,, aaaaaaa nnnn    が、すべて整数であるとする。 

0 次の係数 0a は整数である。1次の係数 01 aa  は整数であるから、 1a は整数である。 

以下、順次、 na まで整数であることがわかるから、 1k のとき成立。 

 

mk  のとき 

)()1( xPx m の n次以下の係数がすべて整数ならば、 )(xP の n次以下の係数がすべて整数であると仮定する。 
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  とする。ここで、 )(xg は、 )()1( xPx m の 1n 次以上の 

項の和を表す。 
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n次以下の係数 001211 ,,,, bbbbbbb nnnn    が、すべて整数であるとする。 

0 次の係数 0b は整数である。1次の係数 01 bb  は整数であるから、 1b は整数である。 

以下、順次、 nb まで整数であることがわかる。 

 

すると、帰納法の仮定により、 )(xP の n次以下の係数はすべて整数である。 

したがって、 1mk でも成立。以上により示された。(証明終) 

 

 

(解答 2) 係数比較で押し切る 
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  とする。 )(xf は )(xP の 1n 次以上の項の和を表す。 
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)()1( xPx k の n次以下の係数 nbbb ,,, 10  は、すべて整数であるとする。 

m 次の係数は、 kx )1(  と )(xP の項の積の次数がm 次になるものについて、すべての係数の積の和をとった 

ものに等しい。また、 kx )1(  と )(xP の 1n 次以上の項は、 )()1( xPx k の n次以下の項に関係しないから 

 



nk  のとき 

 0 次 000 baCk   00 ba   

 1次 11001 baCaC kk   0111 aCba k  

 2次 2201102  baCaCaC kkk   110222 aCaCba kk   

    

 k 次 kkkkkkkkk baCaCaCaC   011110   11110   kkkkkkkk aCaCaCba   

1k 次 1101211   kkkkkkkkk baCaCaCaC   kkkkkkkk aCaCaCba 121111     

    

n次 nnknkknkkknkk baCaCaCaC   01111   1111   nkknkkknkknn aCaCaCba   

 

nk≧ のとき 

 0 次 000 baCk   00 ba   

 1次 11001 baCaC kk   0111 aCba k  

 2次 2201102  baCaCaC kkk   110222 aCaCba kk   

    

 n次 nnknknknk baCaCaCaC   011110   11110   nknknknn aCaCaCba   

 

いずれにしても、 0a は整数であり、これより 1a は整数であり、 10 , aa は整数であるから 2a は整数であり、 

以下、順次、 na まで整数であることがわかる。 

以上により示された。(証明終) 


